
  

 

 

 

 

                                          

     

  

輝かしい２０２６年（令和８年）午年が始まり、同時に７日から３
学期がスタートしました。 
学校では、この３学期を『０学期』と呼んでいます。どの学年もそ

れぞれ４月から新たな１学期を迎えますが、その前の学期ということ
がこの０学期の言葉の由来です。この０学期の意味は、もう一度初心
に返って０からスタートしようという意味と、１，２学期に蓄えてき
たその力をさらにパワーアップして次年度の１学期につなげるとい
う意味だと思っています。もちろん１年間のまとめの学期でもありま
す。 
来年度につながる中学生としての人間力や学力を培うこと、そし

て、３年生にとっては人生で初めての大きなハードルである進路選
択，高校入試や２年生の修学旅行への取り組み、１年生のスキー教室、
そして、全校としては、新生徒会となって初めての取り組みである｢３
年生を送る会｣があります。新生徒会長の窪田博斗会長を中心に１，
２年生全員で心をひとつにして感謝の心が伝えられるように頑張っ
てほしいです。ここからさらに卒業式へとつなぐ、みなさんにとって
も大きな意味のある大切な学期なのです。 
 さて、３学期は一番短い日数の学期です。３年生は、４３日間、１，
２年生でも５２日間しかありません。このわずかな期間をどう過ごし
ていくのかでその生徒、そのクラス、その学年の成長が違ってきます。
その鍵は、やはり１日１日、１時間１時間の授業を大切にして、「大
志望峰、塩中スピリッツ・塩中魂、塩中生の生活規範」をベースにベ
ストを尽くす姿勢で頑張っていくことだと思います。そうすれば、必
ず、みなさんの未来につながります。そして、自分自身が大きく成長
できます。そんな塩中生を目指し、心をひとつに本気で熱くなって「チ
ーム塩中、ワンチーム」で頑張っていきましょう。 
今年の干支は午年です。２０２６年の午は丙午（ひのえうま）とな

るそうです。６０年に１回やってくる記念すべき年です。その意味と
して、躍動する「馬」に「火」の力が合わさった勢いのある年、大き
な飛躍のチャンスですので、新しいことや諦めかけていたことに挑戦
すると良い結果に繋がる年になると思います。 
健康に留意しつつ、充実した１年になるよう、みなさんの益々の成

長と活躍を期待しています。 
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10/ 19 第７８回東山梨児童生徒理科自由研究発表会 

優秀 雨宮 明日奈 根岸 明史 宮川 涼花 榎本 鈴 清水 柊雅 

 

12/ 1  第７５回教育祭県下中学校図画工作・美術作品展 

特選 (１年)雨宮 奏輔 根津 陽介 狩野 結香 山下 遼晟 窪田 清花 

(２年)鶴田 蕗子 名取 蒼真 武井あかり 手塚 咲希 阪本菜々美 

(３年)小林 ゆら  小川 莉央 田邊 瑛都 佐藤 歩佳 清水 柊雅 

 

12/11  愛鳥週間ポスターコンクール 

最優秀賞 名取 蒼真 

優秀賞  若杉 奏和 

入選   廣瀬   光 

 

12/20  第５０回福田記念杯東山梨地区中学生ソフトテニス大会 

男子の部 ３位 清水颯人・岡村暖隆ペア 

 

12/21  第４９回山梨県アンサンブルコンテスト 

        金賞 木管三重奏【西関東アンサンブルコンテスト出場】 

 

12/21  第４７回東山梨地区バスケットボール大会 

        中学生男子Aパート１位  男子バスケットボール部 

 

 

 

昨年の１２月１８日に、新生徒会本部役員の引き継ぎ式を実施しまし

た。新生徒会執行部８人を紹介します。 

伝統ある塩山中が今のような素晴らしい学校になったのも、今までの先

輩方が一生懸命に頑張ってきた日々があるからです。ぜひ、生徒会役員を

中心に今まで塩山中が大切にしてきたもの、そしてこれからも大切にして

いかなくてはならない「大志望峰、塩中スピリッツ・塩中魂」を胸に刻み、

新たな塩山中を創っていってもらいたいと思います。 

   
 

 
 

 

 
 

◇会 長    窪田 博斗        

◇副会長   上條 秀斗 清水 美空        

◇庶 務   八巻 芽生 宮下 千穂 佐藤 亜美 網野 瑠里 廣瀬 姫乃     
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